
学校番号 115 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 
国語表現 改訂版 （大修館書店） 

 

副教材等 国語常識の演習と整理 プライム常用国語（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・自分が言いたいことを他の人にきちんと伝えられるように、自分の意見等を適切に表現する能

力を高めましょう。そのために必要な語彙や表現方法を学びます。話す、書く材料を探し、ま

とめる練習も行います。 

・書くこと、話すこと、聞くことの実践練習をします。発表等には積極的に取り組み、課題の提

出期限は守りましょう。グループでの学習も行います。 

・言葉遊びなどを通して言葉で表現する楽しさに触れます。また、目的や場に応じて、言葉遣い

や文体など表現を工夫して用いる練習をします。 

 

２ 学習の到達目標 

・自分の意見等を適切な言葉を選び、構成を考えて表現することができる。 

・発表や話し合いの際に、適切かつ効果的な方法で他の人へ伝えることができる。 

・語彙や表現などについて国語の基礎知識を習得している。 

・自分が発表する時だけでなく、他の人の発表の際にも真剣に聞くなど実践練習に積極的に参加

し、課題について自らしっかり考えようとしている。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 ｄ：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

積極的に話し合いや

発表に取り組む。 

他の人の発表等を真

剣に聞き、伝え合う

力を高めようとして

いる。 

目的や場面に応じ

て、効果的な方法を

用いて発表してい

る。 

的確に聞き取り、話

し合う中で、しっか

り考えようとしてい

る。 

目的や場面に応じ

て、適切な言葉を用

いて、自らの意見等

を表現できる。 

構成を考えて文章を

組み立てられる。 

高校 3年生として、

必要な漢字・基本的

語彙などの学習に取

り組み、知識を習得

している。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ワークシート・ 

 感想表など） 

行動の観察 

記述の点検 

（ワークシート・ 

 感想表など） 

課題の点検 

（作文・ワークシー

ト・感想表など） 

課題の点検 

（作文・ワークシー

ト・感想表など） 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめ

ます。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

１
学
期
（４
月
） 

言
葉
と
伝
え
方
の
基
礎
学
習 

材 料 を 整

理 し た 上

で、自己紹

介をする。 

敬語の基

礎 学 習 を

行う。 

小テストを

活用した言

葉の基礎

学 習 を 行

う。（通年） 

◎ ○ ○ ○ ａ話す目的・相手を考え、前向きに

発表に取り組んでいる。 

ｂ相手に伝わる声の大きさで話すな

ど、基本的な姿勢ができている。 

ｃ適切な言葉や構成を考えて自己紹

介をまとめている。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

ａ行動の観察と課題の点検 

ｂ行動の観察と課題の点検 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

１
学
期
（５
月
） 

面
接
練
習 

面接の方

法 につ い

て学び、実

践 練 習 を

行う。 

◎ ◎ ○ ○ ａ話す目的・相手を考え、前向きに

発表に取り組んでいる。 

ｂ声の大きさ、言葉遣い、姿勢等基

本的な取り組みができている。質

問内容を的確に聞き取っている。 

ｃ適切な言葉や構成を選んで面接の

応答をまとめている。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

ａ行動の観察と課題の点検 

ｂ行動の観察と課題の点検 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

１
学
期
（６
月
） 

自
己
表
現
の
基
礎
を
学
ぶ 

自らの進路

に合 わせ

て、自己推

薦 文 を 書

く。 

  ◎ ○ ｃ自らの進路について適切な言葉や

構成、材料を選んで自己推薦文を

まとめている。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

１
学
期
（７
月
） 

説
明
文
の
作
成
の
仕
方
を
学
ぶ 

図・地図な

どを材料に

して、説明

文の作成

の 仕 方 を

学ぶ。 

 ○ ○ ○ ｂ，ｃ伝えるべき内容を的確な言葉

を用いて、的確な順序で述べてい

るか。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

ｂ行動の観察と課題の点検 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

 

 



 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

２
学
期
（８
月
） 

エ
ッ
セ
イ
な
ど
相
手
を
楽
し
ま
せ
る
文

章
を
書
く 

さまざまなエッ

セイを参考にし

ながら、題材を

集め、読み手

を楽しませるよ

うな文章を書

く。 

  ◎ ○ ｃ題材を探し、適切な言葉や構

成を考えて長文の文章をま

とめている。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

２
学
期
（９
月
） 

エ
ッ
セ
イ
を
書
く
（継
続
） 

手
紙
の
学
習 

題材を集め、

読み手を楽し

ませるような文

章を仕上げる。 

手紙の基礎知

識を学習し、恩

師に手紙を書

く。 

  ◎ ○ ｃ題材を探し、適切な言葉や構

成を考えて長文の文章をま

とめている。手紙の基礎知識

を踏まえて、伝えたい内容を

的確に表現している。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。敬

語が正しく使いこなせてい

る。 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

２
学
期
（１
０
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

  

鑑
賞
文
や
Ｐ
Ｒ
文
を
作
成
す
る 

  

詩等から自分

の好きな言葉

を選び、紹介

文・ＰＲ文を書

く。 

  ◎ ○ ｃ伝えるべき内容を的確な言

葉を用いて、的確な順序で述

べているか。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 



２
学
期
（１
１
月
） 

デ
ィ
ベ
ー
ト
学
習 

ディベートの基

礎について学

び、実践練習

を行う。 

○ ◎ ○ ○ ａ、ｃ前向きにディベートに参

加し、話す目的・相手を考え

て取り組んでいる。ディベー

トについて必要な下調べを

している。 

ｂ相手の意見を的確に聞き取

った上で、相手に伝わるよ

う、ふさわしい言葉を用いて

意見を述べている。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる

語彙の数を増やしている。 

ａ行動の観察と課題の点検 

ｂ行動の観察と課題の点検 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

２
学
期
（１
２
月
） 

ス
ピ
ー
チ
の
学
習 

結婚式の祝辞

などパブリック

スピーチの方

法を学び、実

践練習を行う。 

○ ◎ ◎ ○ ａ話す目的や場・相手を考え、

前向きに発表に取り組んで

いる。 

ｂ相手に伝わるよう、声の大き

さ等基本的な姿勢ができて

いる。事前に学んだことを生

かし、効果的な伝え方をして

いる。 

ｃ適切な言葉や構成を考えて

文章をまとめている。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

ａ行動の観察と課題の点検 

ｂ行動の観察と課題の点検 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

３
学
期
（１
月
） 

メ
ッ
セ
ー
ジ
制
作 

ポスター等を

参考にしなが

ら、今年を表す

漢字、一言メッ

セージなどの

課題に取り組

む。 

○  ◎ ○ ａ課題の目的や伝える相手を

考え、前向きに発表や課題に

取り組んでいる。 

ｃ適切な言葉や構成を選んで

課題を完成している。 

ｄ正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

ａ行動の観察と課題の点検 

ｂ行動の観察と課題の点検 

ｃ課題の点検と添削 

ｄ小テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について◎およ

び○を付けている。 


